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1.  平成21年12月期第3四半期の連結業績（平成21年1月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第3四半期 72,007 ― 22,657 ― 24,073 ― 14,069 ―

20年12月期第3四半期 77,677 5.6 24,473 △2.8 25,987 △11.2 14,392 △21.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年12月期第3四半期 105.40 105.13
20年12月期第3四半期 107.53 107.38

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第3四半期 191,219 103,574 51.3 735.51
20年12月期 178,766 98,846 53.2 711.96

（参考） 自己資本   21年12月期第3四半期  98,080百万円 20年12月期  95,096百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

(注）平成21年12月期の期末配当については未定です。 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― ― ― 97.00 97.00
21年12月期 ― ― ―

21年12月期 
（予想）

― ―

3.  平成21年12月期の連結業績予想（平成21年1月1日～平成21年12月31日） 

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
（注）翌四半期の業績予想及び通期の業績予想を開示しております。詳細は３ページをご参照ください。 
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、６ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、６ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第3四半期 140,293,004株 20年12月期  140,293,004株

② 期末自己株式数 21年12月期第3四半期  6,906,959株 20年12月期  6,722,803株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年12月期第3四半期 133,488,081株 20年12月期第3四半期 133,849,275株
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(％表示は対前年同期増減率) 

 

１. 当社グループを取り巻く事業環境は短期的に大きく変動する傾向にあり、通期の業績予想について信頼性の高い数

値を算出することは困難であると考えております。従いまして平成21年12月期につきましては、四半期ごとに業績発表

を行い、併せて次四半期の業績見通しを公表することといたします。 

  また公表された直近の予想値に対し、売上高が10％、営業利益、経常利益もしくは四半期純利益が30％以上乖離した

修正予想値が算出された場合には、業績予想の修正を公表することといたします。 

２. 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)および「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しています。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四

半期連結財務諸表を作成しています。 

  

平成21年12月期第４四半期および通期の連結業績予想

売上高 営業利益 経常利益
四半期（当期）

純利益

１株当たり
四半期（当期）

純利益

第４四半期 
(平成21年10月１日～ 
平成21年12月31日)

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

24,700 2.8 7,200 △1.8 7,400 △3.3 4,400 △9.4 32    99

通期 
(平成21年１月１日～ 
平成21年12月31日)

96,707 △4.9 29,857 △6.1 31,473 △6.4 18,469 △4.0 138    46

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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1. 連結経営成績に関する定性的情報 

  

 
当第３四半期連結会計期間(自 平成21年７月1日 至 平成21年９月30日)は、米国および欧州圏にお

けるＧＤＰの改善やFRBによる米経済改善コメントなど、世界的に明るい兆候を示し始めたように見えま
した。しかし、７月には上昇した米雇用統計も８月以降再び悪化するといった弱い指標も出始めるなど、
年後半に向けて未だ弱含む兆しがみえる中推移いたしました。 
日本経済におきましても、貿易黒字やマクロ経済の各種指標による改善は消費者生活には未だ反映され

ず、失業率も最悪水準となるなど、依然予断を許さない状況と言えます。 

このような状況下、当企業集団の業績につきましては、以下のように推移いたしました。 

日本地域は個人向け・法人向けビジネスとも好調に推移し、その結果、同地域の売上高は10,435百万円
（前年同期比11％増）と二桁増収となりました。 
 北米地域は現地通貨ベースでは個人向けビジネスはプラス成長を維持したものの円高の影響を大きく受
け、同地域の売上高は6,571百万円（前年同期比7％減）となりました。 
 次に欧州地域につきましては、現地通貨ベースにおいては前年同期比横ばいだったものの、為替の影響
により大幅な減収となり、同地域の売上高は5,092百万円(前年同期比17%減)となりました。 
アジア・パシフィック地域の売上高は特にオーストラリアが振るわず、加えて為替の影響も大きく受

け、同地域の売上高は2,019百万円(前年同期比20%減)となりました。 
 中南米地域におきましては、現地通貨ベースで特にブラジルが好調でしたが、同地域も大きく円高の影
響を受け、売上高は729百万円(前年同期比8%減)となりました。 
その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は24,848百万円（前年同期比4％減）となりました。 

  一方費用につきましては、円高の効果含め主に人件費などが減少し、売上原価および、販売費及び一般
管理費の合計費用は前年同期比11％減少の16,448百万円となり、当第３四半期の営業利益は8,399百万円
（前年同期比11%増）と増益となりました。一方、営業外収益が前年同期に比べ大幅に減少したことか
ら、経常利益は前年同期比6%減の8,615百万円となり、また四半期純利益も前年同期比11%減の5,219百万
円と減益となりました。 

  
平成21年12月期第１四半期及び第２四半期にかかる連結経営成績に関する定性情報については、平成21

年12月期第１四半期決算短信（平成21年５月12日開示）及び平成21年12月期第２四半期決算短信（平成21
年８月11日開示）をご参照ください。 

  

当第３四半期連結会計期間末の現金及び預金の残高は79,928百万円となり、前連結会計年度末に比べ
19,066百万円の増加となりました。当該増加が総資産の増加の主な要因となり、当第３四半期連結会計期
間末の総資産は前連結会計年度末に比べ12,453百万円増加の191,219百万円となりました。 
  一方、当第３四半期連結会計期間末の負債は87,645百万円となり、前連結会計年度末に比べ7,725百万
円増加いたしました。この増加は主に繰延収益の増加によるものであります。 
  当第３四半期連結会計期間末の純資産は配当金の支払いなどがあったものの、有価証券評価差額金や為
替換算調整勘定のマイナスが減少し、前連結会計年度末に比べ4,728百万円増加の103,574百万円となりま
した。 

  

・定性的情報・財務諸表等

当年度は四半期連結財務諸表規則の適用初年度であるため、比較、分析に用いた前年同期数値は参考数
値であります。

売上高

平成21年12月期第３四半期

日本 10,435

北米 6,571

欧州 5,092

アジア・パシフィック地域 2,019

中南米 729

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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当社グループを取り巻く事業環境は短期的に大きく変動する傾向にあり、通期の業績予想について信頼
性の高い数値を算出することは困難であると考えております。当社としましては、それに代わりまして四
半期の業績発表時に次四半期の業績見通しを公表することとさせていただいております。 
 なお公表された直近の予想値に対し、売上高が10％、営業利益、経常利益もしくは四半期純利益が30％
以上乖離した修正予想値が算出された場合には、業績予想の修正を公表することといたします。 

  

平成21年12月期第４四半期業績見通し(平成21年10月１日～平成21年12月31日)  

  

 
上記業績予想値の策定にあたって、想定しております為替レートの主要なものは下記の通りでありま

す。 

 
  

平成21年12月期通期業績見通し(平成21年1月１日～平成21年12月31日)  

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

連結売上高 24,700百万円

連結営業利益 7,200百万円

連結経常利益 7,400百万円

連結純利益 4,400百万円

１米ドル  91 円

１ユーロ 132 円

連結売上高 96,707百万円

連結営業利益 29,857百万円

連結経常利益 31,473百万円

連結純利益 18,469百万円
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該当事項なし。 
  

 簡便な会計処理 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変
化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しておりま
す。 

② 繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異
等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測
やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 税金費用の計算 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税
効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す
る方法によっております。 
なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

① 四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸
表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日)を適用しておりま
す。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 

当連結会計年度より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」
(実務対応報告第18号 平成18年５月17日)を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。これに
よる損益に与える影響は軽微であります。 

  

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 79,928 60,861

受取手形及び売掛金 20,399 22,064

有価証券 44,305 45,923

たな卸資産 398 402

繰延税金資産 13,312 13,390

その他 3,683 2,946

貸倒引当金 △288 △335

流動資産合計 161,740 145,253

固定資産   

有形固定資産   

工具、器具及び備品（純額） 3,531 3,566

その他（純額） 1,055 969

有形固定資産合計 4,586 4,535

無形固定資産   

ソフトウエア 4,030 2,903

のれん 1,395 2,096

その他 496 466

無形固定資産合計 5,922 5,467

投資その他の資産   

投資有価証券 9,436 13,491

関係会社株式 267 284

繰延税金資産 8,372 8,870

その他 894 862

投資その他の資産合計 18,970 23,509

固定資産合計 29,479 33,513

資産合計 191,219 178,766
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 909 656

未払金 3,339 2,806

未払費用 4,164 3,479

未払法人税等 4,014 3,901

賞与引当金 1,200 994

返品調整引当金 729 743

短期繰延収益 52,372 50,278

その他 947 948

流動負債合計 67,678 63,808

固定負債   

長期繰延収益 18,460 14,887

退職給付引当金 1,384 1,211

その他 121 12

固定負債合計 19,967 16,111

負債合計 87,645 79,920

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,386 18,386

資本剰余金 21,108 21,108

利益剰余金 88,183 87,288

自己株式 △22,340 △21,798

株主資本合計 105,338 104,984

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,941 △3,286

為替換算調整勘定 △5,317 △6,601

評価・換算差額等合計 △7,258 △9,888

新株予約権 5,486 3,745

少数株主持分 8 4

純資産合計 103,574 98,846

負債純資産合計 191,219 178,766
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 72,007

売上原価 10,726

売上総利益 61,280

販売費及び一般管理費 38,623

営業利益 22,657

営業外収益  

受取利息 1,179

有価証券売却益 3

持分法による投資利益 27

為替差益 525

その他 96

営業外収益合計 1,833

営業外費用  

支払利息 1

有価証券売却損 341

その他 73

営業外費用合計 416

経常利益 24,073

特別損失  

有形固定資産除却損 173

特別損失合計 173

税金等調整前四半期純利益 23,900

法人税等 9,828

少数株主利益 2

四半期純利益 14,069
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【第３四半期連結会計期間】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 24,848

売上原価 3,618

売上総利益 21,229

販売費及び一般管理費 12,829

営業利益 8,399

営業外収益  

受取利息 341

有価証券売却益 3

持分法による投資利益 1

その他 22

営業外収益合計 368

営業外費用  

支払利息 0

有価証券売却損 13

為替差損 135

その他 4

営業外費用合計 153

経常利益 8,615

特別損失  

有形固定資産除却損 32

特別損失合計 32

税金等調整前四半期純利益 8,583

法人税等 3,363

少数株主損失（△） △0

四半期純利益 5,219
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 23,900

減価償却費 3,700

株式報酬費用 1,741

のれん償却額 720

貸倒引当金の増減額（△は減少） △79

返品調整引当金の増減額（△は減少） △7

退職給付引当金の増減額（△は減少） 149

受取利息 △1,179

持分法による投資損益（△は益） △27

有形固定資産除売却損益（△は益） 172

有価証券売却損益（△は益） 338

売上債権の増減額（△は増加） 1,915

たな卸資産の増減額（△は増加） 12

仕入債務の増減額（△は減少） 239

繰延収益の増減額(△は減少) 4,735

支払利息 1

その他 934

小計 37,265

利息及び配当金の受取額 1,284

法人税等の支払額 △11,183

利息の支払額 △1

営業活動によるキャッシュ・フロー 27,365

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の増減額（△は増加） △19,143

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △20,151

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による
収入

33,627

有形固定資産の取得による支出 △1,635

無形固定資産の取得による支出 △2,912

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△125

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,341

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △541

配当金の支払額 △12,945

財務活動によるキャッシュ・フロー △13,486

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,136

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,674

現金及び現金同等物の期首残高 60,535

現金及び現金同等物の四半期末残高 65,209
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第３四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日) 
  該当事項はありません。 

  

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12 号)及び「四半期財務
諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14 号)を適用しております。また、「四
半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。
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当社グループはコンピュータウイルス対策製品の開発、販売及び関連サービスを主たる事業としてお
ります。当第３四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)及び当第３四半期
連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日)においては、全セグメントの売上高の合
計額及び営業利益の合計額に占める上記事業の割合が、いずれも90%を超えているため、事業の種類別
セグメント情報の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結会計期間 (自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日) 

 
  

当第３四半期連結累計期間 (自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注)１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

    ２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 北米         … 米国・カナダ 

 欧州         … アイルランド・ドイツ・イタリア・フランス・英国 

 アジア・パシフィック … 台湾・韓国・オーストラリア・中国・フィリピン・シンガポール・ 

            マレーシア・タイ・インド 

 中南米        … ブラジル・メキシコ 

  

(5) セグメント情報

１. 事業の種類別セグメント情報

２. 所在地別セグメント情報

日本 北米 欧州
アジア・  

パシフィック
中南米 計

消去または 
全社

連結

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

10,435 6,571 5,092 2,019 729 24,848 ― 24,848

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

4,943 1,962 142 2,251 ― 9,299 (9,299) ―

計 15,378 8,533 5,234 4,270 729 34,147 (9,299) 24,848

営業利益又は営業損失(△) 10,426 1,054 22 △109 263 11,658 (3,258) 8,399

日本 北米 欧州
アジア・  

パシフィック
中南米 計

消去または 
全社

連結

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

29,852 19,254 14,941 5,986 1,973 72,007 ― 72,007

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

14,348 6,020 361 6,341 ― 27,071 (27,071) ―

計 44,200 25,274 15,303 12,327 1,973 99,079 (27,071) 72,007

営業利益又は営業損失(△) 30,334 2,547 △271 △374 566 32,802 (10,144) 22,657
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当第３四半期連結会計期間 (自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日) 

 
   

当第３四半期連結累計期間 (自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

３ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

北米         … 米国・カナダ 

欧州         … アイルランド・ドイツ・イタリア・フランス・英国 

アジア・パシフィック … 台湾・韓国・オーストラリア・中国・フィリピン・シンガポール・ 

            マレーシア・タイ・インド 

 中南米        … ブラジル・メキシコ 

  

  当第３四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30 日) 

   該当事項はありません。 

３. 海外売上高

北米 欧州 アジア・
パシフィック

中南米 合計

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

Ⅰ 海外売上高 6,570 5,089 2,021 733 14,414

Ⅱ 連結売上高 ― ― ― ― 24,848

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

26.4 20.5 8.1 3.0 58.0

北米 欧州 アジア・
パシフィック

中南米 合計

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

Ⅰ 海外売上高 19,334 14,898 5,993 1,982 42,209

Ⅱ 連結売上高 ― ― ― ― 72,007

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

26.9 20.7 8.3 2.7 58.6

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期連結損益計算書 

 
  

  

  

  

  

「参考資料」

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年１月１日 
 至 平成20年９月30日)

金額

売上高 77,677

売上原価 12,102

売上総利益 65,574

販売費及び一般管理費 41,101

営業利益 24,473

営業外収益

 受取利息 2,301

 有価証券売却益 93

 持分法による投資利益 51

 その他 51

 営業外収益合計 2,497

営業外費用

 支払利息 3

 有価証券売却損 480

 為替差損 423

 その他 76

 営業外費用合計 982

経常利益 25,987

特別利益

 貸倒引当金戻入益 42

 特別利益合計 42

特別損失

 投資有価証券評価損 1,962

  訴訟和解金 241

 特別損失合計 2,203

税金等調整前四半期純利益 23,826

法人税等 9,429

少数株主利益 4

四半期純利益 14,392
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